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経
済
安
全
保
障
は
従
来
の
安
全
保
障
と
ど
う
違
う
の
か

（
１
）
戦
略
論
の
観
点
か
ら
、
経
済
安
全
保
障
を
位
置
付
け
る

　

戦
略
、な
か
ん
ず
く
、大
戦
略（
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
）と
は
、

国
家
の
「
存
立
」
を
そ
の
根
本
と
し
、そ
し
て
「
安
全
」「
繁
栄
」「
価

値
」
を
基
本
要
素
と
す
る
「
国
益
」
か
ら
具
体
的
に
演
繹
さ
れ
た
安

全
保
障
上
の
「
目
標
」
を
、
外
交
、
軍
事
、
経
済
な
ど
、
国
家
が
有

し
て
い
る
「
手
段
」
を
用
い
て
、
適
切
な
「
方
法
」
に
よ
り
実
現
し

て
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

戦
略
の
世
界
で
は
、
国
家
が
直
面
す
る
安
全
保
障
上
の
脅
威
は
、

基
本
的
に
、
他
の
国
家
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
。
英
国
の
戦
略
学
者

コ
リ
ン
・
グ
レ
イ
が
「
戦
略
に
は
、『
敵
』
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　

特
に
伝
統
的
な
安
全
保
障
・
戦
略
論
の
中
で
は
、
脅
威
は
主
に
軍

外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
審
議
官

国
連
・
サ
イ
バ
ー
政
策
担
当
大
使

赤
堀 

毅

経
済
と
技
術
が
安
全
保
障
と
深
く
か
か
わ
る
時
代
。

脅
威
の
現
実
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
本
の
安
全
、
繁
栄
、

価
値
を
ど
う
確
保
し
最
大
化
し
て
い
く
か
。

デ
ジ
タ
ル
・
サ
イ
バ
ー
分
野
の
課
題
か
ら
考
え
る
。

あ
か
ほ
り　

た
け
し　
一
九
八
九
年
東
京
大

学
卒
業
、
外
務
省
入
省
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
行

政
学
院
卒
（
国
際
行
政
修
士
）。
在
米
大
使

館
参
事
官
、
日
韓
経
済
室
長
兼
朝
鮮
半
島

政
策
調
整
官
、
文
化
交
流
課
長
、
外
務
大

臣
秘
書
官
、
条
約
課
長
、
国
連
代
表
部
政

務
公
使
、
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
長
な
ど
を

経
て
、
二
〇
一
九
年
よ
り
現
職
。

国
連
サ
イ
バ
ー
G
G
E
で
発
言
す
る

中
満
泉
軍
縮
担
当
事
務
次
長（
左
端
）。

右
端
は
筆
者
（
国
連
提
供
）

国
益
最
大
化
の
た
め
の

経
済
安
全
保
障
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事
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
軍
事
的
・
外
交
的
手
段
で
対
応
す
る

こ
と
が
念
頭
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
他
者
か
ら
の
軍
事
的
な
脅
威

に
は
抑
止
、
対
処
（
同
盟
に
よ
る
も
の
も
含
む
）
を
行
い
、
そ
し
て
、

主
に
外
交
的
手
段
に
よ
り
、
敵
の
数
と
「
敵
意
」
を
減
ら
し
、
仲
間

の
数
と
仲
間
内
の
連
帯
意
識
を
増
や
し
て
い
く
。
さ
ら
に
は
、
国
家

群
が
そ
の
対
外
行
動
に
お
い
て
依
拠
し
て
い
る
「
価
値
」
ひ
い
て

は
「
秩
序
」
を
守
る
（
あ
る
い
は
改
変
す
る
）
た
め
の
行
動
を
と
る
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
戦
略
の
名
の
下
に
構
想
さ
れ
、
具
体
的
な
実
施

に
移
さ
れ
て
き
た
。

　

わ
が
国
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
も
、
経
済
安
全
保
障
に
つ
い
て
の

詳
細
な
記
述
は
な
い
が
、こ
の
よ
う
な
立
場
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
わ
が
国
初
の
「
国
家
安
全

保
障
戦
略
」
を
見
る
と
、「
国
益
」
は
、
①
わ
が
国
の
主
権
・
独
立

の
維
持
、
領
域
保
全
、
国
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の
安
全
確
保
、

わ
が
国
の
平
和
と
安
全
の
維
持
、
そ
の
存
立
、
②
経
済
発
展
を
通
じ

た
わ
が
国
と
国
民
の
さ
ら
な
る
繁
栄
の
実
現
、
③
自
由
、
民
主
主
義
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
普
遍
的
価
値
や
ル
ー
ル

に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
維
持
・
擁
護
か
ら
な
る
。
そ
し
て
、
経
済
力
、

技
術
力
、
外
交
力
、
防
衛
力
な
ど
を
強
化
し
、
国
家
安
全
保
障
上
の

わ
が
国
の
強
靭
性
を
高
め
る
こ
と
が
、
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
核

を
成
す
と
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
現
代
の
経
済
安
全
保
障
分
野
の
特
徴

　

経
済
安
全
保
障
も
、
基
本
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
に
位
置

付
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
益
を
認
識
し
、
わ
が
国
の
独
立
と
生

存
お
よ
び
繁
栄
を
経
済
面
か
ら
確
保
す
る
た
め
、
経
済
力
、
技
術
力

の
強
靭
化
に
取
り
組
む
一
方
、
他
国
か
ら
来
る
安
全
保
障
上
の
脅
威

を
自
ら
が
有
す
る
手
段
を
適
切
な
方
法
で
使
用
し
て
、
抑
止
・
排
除

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、経
済
安
全
保
障
の
分
野
に
は
、

外
交
や
軍
事
の
世
界
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
や
難
し
さ
が
あ
る
。

①
脅
威
の
「
脱
軍
事
化
・
日
常
化
」 

　

国
際
経
済
の
相
互
依
存
の
深
化
と
先
端
技
術
の
飛
躍
的
発
展
に
よ

り
、
国
家
へ
の
脅
威
は
、
伝
統
的
な
軍
事
的
、
外
交
的
な
領
域
を
飛

び
出
し
、
国
民
の
日
常
的
な
経
済
、
社
会
生
活
の
眼
前
に
ま
で
迫
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
は
行
政
、
金
融
、
医
療
、

交
通
、
教
育
、
購
買
と
い
っ
た
日
々
の
生
活
の
隅
々
に
ま
で
及
ん
で

い
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
５

G
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
重
要
な
基
盤
で
あ
る
基
地
局
が
乗
っ
取

ら
れ
、
通
信
が
断
絶
さ
れ
れ
ば
、
社
会
は
た
ち
ま
ち
混
乱
す
る
。
交

通
、電
力
、水
道
な
ど
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
っ

て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
軍
事
攻
撃
に
匹
敵
す
る
人
的
・
物
的
被
害

が
生
じ
得
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
は
物
品
の
供
給
を
特
定
国
に
依
存

す
る
こ
と
の
大
き
な
リ
ス
ク
を
見
せ
つ
け
た
。輸
出
国
か
ら
見
れ
ば
、
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供
給
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
輸
入
国
に
対
す
る
大
き
な
武
器

と
な
る
。
先
端
技
術
の
基
盤
と
な
る
資
源
や
、
医
療
機
器
な
ど
の
国

民
の
安
全
を
左
右
す
る
重
要
物
資
の
安
定
供
給
の
確
保
が
重
要
で
あ

る
。
知
財
窃
取
や
漏
洩
で
技
術
が
流
出
す
れ
ば
、
日
本
や
同
盟
国
に

対
す
る
軍
事
利
用
の
懸
念
と
と
も
に
、
日
本
の
産
業
競
争
力
の
損
失

と
な
る
。
先
端
技
術
を
守
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。 

②
経
済
的
脅
威
に
対
応
す
る
「
手
段
」
と
「
方
法
」
の
未
発
達　

　

こ
の
よ
う
に
、
経
済
安
全
保
障
上
の
脅
威
は
国
民
の
経
済
・
社
会

生
活
に
直
接
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
各
国
（
特
に

先
進
民
主
主
義
諸
国
）
政
府
で
国
民
の
経
済
・
社
会
生
活
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
主
た
る
責
任
を
有
す
る
部
局
は
、
こ
れ
ま
で
「
国
家
安
全

保
障
」
と
い
う
観
点
（「
敵
」、「
味
方
」
を
区
別
す
る
観
点
）
か
ら

国
際
社
会
に
対
峙
す
る
こ
と
を
自
ら
の
主
た
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

こ
な
か
っ
た
。 

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
を
含
む
各
国
に
お
い
て
行
政
府
内
の

意
思
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
改
善
し
、
首
脳
直
轄
の
N
S
C
な
ど
を

中
心
に
安
全
保
障
政
策
と
経
済
政
策
の
融
合
を
図
っ
て
い
く
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
外
務
省

内
に
経
済
安
全
保
障
を
所
掌
す
る
部
署
が
新
設
さ
れ
、
二
〇
年
四
月

に
は
内
閣
官
房
国
家
安
全
保
障
局
内
に
経
済
班
が
設
置
さ
れ
た
。
他

省
に
お
い
て
も
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
改
革
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
経

済
安
全
保
障
の
根
本
的
な
難
し
さ
は
、他
国
か
ら
の
脅
威
を
抑
止
し
、

実
際
に
発
生
し
た
脅
威
を
除
去
す
る
こ
と
を
基
調
と
す
る
安
全
保
障

政
策
と
、
国
民
の
経
済
・
社
会
生
活
の
繁
栄
と
利
便
性
を
改
善
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
を
促
す
こ
と
を
基
調
と
す
る
経
済
政
策
の
利
益
が

背
反
し
、
ど
こ
か
で
衝
突
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
先
進
民
主
主
義
諸
国
に
お
い
て
は
、
世
界
貿
易

機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
協
定
、
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
／
自
由
貿
易

協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
や
二
国
間
投
資
協
定
な
ど
、
貿
易
・
投
資
の
自
由

化
と
規
制
の
透
明
性
強
化
の
た
め
の
法
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張
り
巡

ら
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
国
内
の
各
種
業
法
に
び
っ
し
り
と
反
映

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
経
済
厚
生
は
高
ま
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
設
定
さ
れ
た
当
時
、
今
日
ほ
ど
の
経
済
安
全
保
障
上
の
脅

威
の
高
ま
り
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
多
く
の
先
進
民
主
主
義

諸
国
に
お
い
て
は
、
経
済
安
全
保
障
上
の
措
置
を
と
り
た
い
が
、
法

的
・
制
度
的
な
理
由
に
よ
り
簡
単
に
と
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

む
ろ
ん
、
難
し
い
、
簡
単
で
は
な
い
、
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
不

公
正
な
手
段
で
安
定
供
給
や
産
業
競
争
力
を
失
え
ば
、
結
局
繁
栄
も

損
な
わ
れ
る
。

③
中
国
依
存
に
よ
る
脆
弱
性
と
い
う
現
実

　

現
在
の
国
際
社
会
に
お
け
る
経
済
安
全
保
障
へ
の
関
心
の
高
ま
り
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を
惹
起
し
て
い
る
の
は
中
国
で
あ
る
。
米
国
を
含
め
、
多
く
の
国
が

経
済
安
全
保
障
の
問
題
で
悩
む
の
は
、
こ
の
中
国
が
、
巨
大
な
市
場

を
擁
し
、
価
格
競
争
力
を
有
し
、
か
つ
、
先
端
技
術
の
面
で
も
一
部

分
野
で
先
を
行
っ
て
い
る
中
で
、「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
は
言
う
は

易
く
、
実
際
に
は
対
中
依
存
が
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上

で
、
中
国
は
経
済
分
野
に
お
い
て
先
進
民
主
主
義
諸
国
側
に
対
し
て

発
動
し
得
る
手
段
を
多
く
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
実
際
に
行
使
す
る

意
思
を
有
す
る
こ
と
は
、
昨
年
の
中
国
に
よ
る
豪
州
産
ワ
イ
ン
、
牛

肉
な
ど
の
事
実
上
の
輸
入
制
限
措
置
等
の
経
済
的
強
制
の
例
か
ら
も

明
白
で
あ
る
。
中
国
自
身
、
全
世
界
の
資
源
を
引
き
付
け
、
国
際
的

な
産
業
チ
ェ
ー
ン
を
自
国
と
の
依
存
関
係
に
引
き
付
け
て
い
く
こ
と

を
国
家
の
戦
略
と
し
て
公
に
し
て
い
る
。
経
済
的
手
段
に
よ
る
被
害

が
長
引
け
ば
、
雇
用
に
も
影
響
し
、
そ
れ
は
民
主
主
義
国
に
お
い
て

は
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
状
況
を
解
消
で
き
な

け
れ
ば
、
先
進
民
主
主
義
国
の
側
は
、
も
は
や
「
強
者
」
の
立
場
で

経
済
安
全
保
障
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

日
本
の
戦
略
ー
サ
イ
バ
ー
・
デ
ジ
タ
ル
の
分
野
を
例
に

（
１
）
米
中
の
問
題
で
は
な
く
、
日
本
自
身
の
問
題

　

経
済
安
全
保
障
の
問
題
は
よ
く
米
中
対
立
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
対
中
制
裁
を
引
き
継

ぐ
の
か
等
々
。
し
か
し
、日
本
が
と
る
べ
き
経
済
安
全
保
障
政
策
は
、

米
国
の
後
ろ
を
単
に
つ
い
て
行
っ
た
り
、
米
中
の
間
で
う
ま
く
立
ち

回
っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
基
本
的
な
戦
略
的
利
益
を
日
米
は
共
有
し
て
い
る
。
同
時

に
、
米
国
に
は
米
国
の
対
中
経
済
関
係
が
あ
る
し
、
日
本
に
も
日
本

の
対
中
経
済
関
係
が
あ
り
、そ
の
様
相
は
大
き
く
異
な
る
。
そ
し
て
、

経
済
安
全
保
障
の
分
野
は
、
常
に
国
民
の
経
済
・
社
会
生
活
と
表
裏

一
体
で
あ
る
の
で
、
急
激
な
変
化
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
は
極
め
て
高

い
。
日
本
は
日
本
と
し
て
、
い
か
な
る
状
況
の
下
で
も
国
民
生
活
と

正
常
な
経
済
運
営
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
計
画
的
か
つ
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。
日

本
は
日
本
の
戦
略
を
持
っ
た
上
で
、
米
国
の
戦
略
と
連
携
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

で
は
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
べ
き
か
。
紙
幅
の

関
係
上
、
全
て
の
分
野
に
わ
た
っ
て
こ
こ
で
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
サ
イ
バ
ー
・
デ
ジ
タ
ル
の
分
野
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
た

い
。

（
２
）
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ

　

５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
海
底
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
情
報
通
信
イ
ン
フ

ラ
は
、
産
業
、
社
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
の
基
盤
を
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提
供
す
る
。
一
方
、
そ
の
安
全
性
を
確
保
で
き
な
け
れ
ば
国
民
生
活

は
脅
威
と
ま
さ
に
隣
り
あ
わ
せ
に
な
る
。
例
え
ば
、
５
Ｇ
基
地
局
に

バ
ッ
ク
ド
ア
が
設
け
ら
れ
て
い
れ
ば
、
遠
隔
手
術
に
お
け
る
高
精
細

画
像
情
報
か
ら
軍
の
活
動
に
か
か
る
情
報
ま
で
、
５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
扱
わ
れ
る
大
量
の
情
報
が
筒
抜
け
と
な
り
、
国
民
生
活
も
国
の

安
全
も
脅
か
さ
れ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
保
障
さ
れ
な
い
５
Ｇ
機
器

の
調
達
を
管
理
・
規
制
す
る
措
置
が
世
界
的
に
次
々
と
導
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
か
か
る
脅
威
認
識
が
あ
る
。
中
国
企
業
の

製
品
は
廉
価
か
つ
一
定
の
技
術
水
準
を
満
た
し
て
お
り
、
世
界
の
多

く
の
市
場
に
お
い
て
魅
力
的
な
選
択
肢
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。近
年
、

供
給
多
様
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
参
入
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る

た
め
、
代
替
ア
プ
ロ
ー
チ
（
５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
に
つ
い
て
、

一
部
事
業
者
が
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構
築
し
管
理
す
る
形
態
か
ら
、
共

通
規
格
を
通
じ
て
多
様
な
供
給
主
体
が
参
画
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
）
へ
の
取
り
組
み
が
産
業
界
を
中
心
に
進
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
全
て
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
同
様
に
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ

う
か
。
慎
重
な
扱
い
を
課
す
べ
き
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
線

引
き
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
国
家
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
な
る
か

否
か
に
つ
き
、
技
術
的
見
地
も
含
め
た
リ
ス
ク
分
析
に
よ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
国
家
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
が
相
当
程
度
低
い

と
い
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
認
証
制
度
な
ど
を
通
し
て
国
内
流
通

と
使
用
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
き
め
細
か
い
部
分
ま

で
、同
志
国
と
認
識
を
擦
り
あ
わ
せ
な
が
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

Ａ
Ｉ
時
代
を
見
据
え
て
デ
ー
タ
・
フ
リ
ー
・
フ
ロ
ー
の
枠
組
み
を
世

界
的
に
定
着
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
と
同
時
に
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
を

中
心
と
し
た
安
全
の
確
保
の
ル
ー
ル
作
り
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の

中
で
信
頼
性
の
高
い
日
本
製
品
に
よ
る
世
界
市
場
獲
得
が
進
む
こ
と

は
、
わ
が
国
の
繁
栄
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
市
場
獲
得
と
日
本

に
有
利
な
国
際
標
準
化
を
相
乗
効
果
で
進
め
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

守
り
と
攻
め
で
あ
る
。

（
３
）
国
際
的
な
ル
ー
ル
形
成
は
必
ず
し
も
有
利
に
進
ま
な
い

　

経
済
安
全
保
障
分
野
で
は
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
形
成
は
途
上
で
あ

る
。
自
由
主
義
的
経
済
秩
序
の
間
隙
を
衝
い
て
政
治
的
目
的
を
達
成

し
よ
う
と
す
る
脅
威
を
扱
う
分
野
で
あ
り
、
ル
ー
ル
形
成
の
必
要
性

や
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
一
致
は
容
易
で
は
な
い
。
中
国
は
、
市
場

規
模
の
魅
力
と
技
術
力
に
よ
り
交
渉
力
を
高
め
つ
つ
、「
途
上
国
の

地
位
」
と
強
大
な
中
国
と
い
う
実
像
を
使
い
分
け
、
自
ら
に
望
ま
し

い
ル
ー
ル
形
成
の
た
め
に
積
極
的
に
動
い
て
い
る
。
当
面
、
既
存
の

ル
ー
ル
が
恣
意
的
に
使
わ
れ
、
ま
た
崩
さ
れ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
守

り
つ
つ
、
新
た
な
ル
ー
ル
が
日
本
に
有
利
に
な
る
よ
う
、
同
志
国
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
志
国
間
で
も
、
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経
済
合
理
性
に
基
づ
く
産
業
政
策
を
調
整
し
な
が
ら
、
交
渉
力
を
高

め
る
た
め
の
協
調
を
長
期
的
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
こ
こ
で
、
私
の
経
験
か
ら
、
国
連
で
の
サ
イ
バ
ー
空
間
に
関
す

る
ル
ー
ル
形
成
を
め
ぐ
る
状
況
を
紹
介
し
た
い
。

　

国
連
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
空
間
の
ル
ー
ル
形
成
の
場
は
、

二
〇
〇
四
年
に
ロ
シ
ア
主
導
で
設
置
さ
れ
た
政
府
専
門
家
会
合
（
Ｇ

Ｇ
Ｅ
）
と
、
一
九
年
に
設
置
さ
れ
た
、
全
国
連
加
盟
国
に
開
か
れ
た

作
業
部
会
（
Ｏ
Ｅ
Ｗ
Ｇ
）
が
あ
る
。
私
は
二
五
名
の
専
門
家
の
一
人

と
し
て
Ｇ
Ｇ
Ｅ
の
議
論
を
リ
ー
ド
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｗ
Ｇ
に
も
活
発
に
参
加

し
て
い
る
。

　

本
件
に
関
し
て
は
、
国
家
主
権
を
重
視
し
、
領
域
国
の
権
限
を
大

幅
に
認
め
つ
つ
域
外
国
の
自
由
を
制
限
す
る
た
め
に
サ
イ
バ
ー
に
関

す
る
条
約
を
作
ろ
う
と
い
う
グ
ル
ー
プ
（
ロ
シ
ア
・
中
国
な
ど
）
と
、

サ
イ
バ
ー
空
間
に
既
存
の
国
際
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
国
際
法
を
補
足
す
る
自
発
的
で
拘
束
力
の
な
い
行
動
規
範
で
、

自
由
で
安
定
し
た
サ
イ
バ
ー
空
間
を
守
ろ
う
と
い
う
立
場
の
グ
ル
ー

プ
（
欧
米
日
豪
な
ど
）
が
対
立
し
て
い
る
。
ま
た
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
信
頼
性
に
関
し
て
各
国
が
と
る
べ
き
措
置
に
関
し
て
も
対
立
が

あ
る
。
三
月
一
二
日
に
Ｏ
Ｅ
Ｗ
Ｇ
報
告
書
が
採
択
さ
れ
、
全
国
連
加

盟
国
が
参
加
す
る
枠
組
み
と
し
て
初
め
て
サ
イ
バ
ー
空
間
へ
の
国
際

法
の
適
用
を
確
認
し
た
点
で
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た
も
の
の
、
過
去

の
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書
の
内
容
か
ら
の
意
味
あ
る
前
進
は
な
か
っ
た
。

　

コ
ン
セ
ン
サ
ス
や
多
数
決
で
行
わ
れ
る
交
渉
が
先
進
民
主
主
義
国

に
と
っ
て
必
ず
し
も
有
利
で
な
い
こ
と
は
、
今
後
の
経
済
安
全
保
障

を
め
ぐ
る
ル
ー
ル
形
成
に
お
い
て
も
意
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
間
層
と
も
い
え
る
国
を
ど
う
取
り
込
ん
で
い
く
か
が
重
要
で
あ

り
、
能
力
構
築
支
援
な
ど
も
活
用
し
た
、
着
実
な
多
数
派
工
作
が
鍵

を
握
る
。

日
本
の
覚
悟
と
国
際
連
携

　

日
本
に
と
っ
て
の
経
済
安
全
保
障
と
は
、
脅
威
を
直
視
し
、
経
済

力
と
技
術
力
を
強
靭
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
国
益
の
最
大
化
を
図
る

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

政
界
、
経
済
界
、
学
術
界
に
お
い
て
、
日
本
が
自
ら
の
課
題
と
し

て
経
済
安
全
保
障
の
た
め
に
何
を
成
す
べ
き
か
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
と
し
て
の
強

い
覚
悟
の
表
れ
と
い
え
る
。
政
府
、
経
済
界
に
お
け
る
取
り
組
み
も

始
ま
っ
て
い
る
。
外
務
省
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
日
本
の
経
済
安
全

保
障
環
境
を
分
析
し
日
本
の
政
策
に
活
か
す
と
同
時
に
、
国
際
連
携

を
図
り
な
が
ら
日
本
に
有
利
な
ル
ー
ル
形
成
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
。
本
稿
が
日
本
の
経
済
安
全
保
障
に
関
す
る
戦
略
の
策
定

と
実
施
の
上
で
、
何
ら
か
の
役
に
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。
●




